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c

漢点字の構造

漢点字は、漢字の部首（パーツ）を点字の符号として表して、その符

号を漢字の構成に従って組み合わせたものです。その意味で、漢字の構

造を点字に置き換えたものと言えるものです。

第一基本文字（一マス漢点字）、５７文字

糸（糸偏） 系（糸偏） 比 数 家

（宀冠） 宿（冖冠・宀冠） 学（その他の冠）

言（言偏） 語（言偏） 頁（おおがい）

貝 金（金偏） 木（木偏） 草（草冠）

犬（獣偏） 子 都（こざと・おおざと）

市 発（癶頭） 食（食偏） 馬（馬偏）

田 竹（竹冠） 土 手（手偏） 戸

人（人偏） 仁（人偏） 水（さんずい）

氷（にすい・さんずい） 力 示（示偏）

私（禾偏） 走（走にょう） 進（しんにょう）

火 女 玉 方 石 耳 車

 目 門（門構え） 病（病垂） 行

（行人偏・行構え） 店（广） 月 肉（肉

月） 分（八頭） 日 性（立心偏） 心

口 囲（国構え） 十 止
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c

第一基本文字だけを組み合わせた文字

漢点字と漢字の構造を表す字式

細 糸偏＋田 サイ ほそ‐い こま‐かい

紡 糸偏＋方 ボウ つむ‐ぐ

紛 糸偏＋分 フン まぎ‐れる

字 宀冠／子 ジ あざ

宗 宀冠／示 シュウ ソウ むね

宝 宀冠／玉 ホウ たから

軍 冖冠／車 グン つわもの

訪 言偏＋方 ホウ おとず‐れる と‐う

計 言偏＋十 ケイ はか‐る

針 金偏＋十 シン はり

林 木偏＋木 リン はやし

森 木（三つ）（木／林） シン もり

相 木偏＋目 ソウ ショウ あい

想 相／心 ソウ おも‐う

芳 草冠／方 ホウ かんば‐しい
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c

孫 子＋系 ソン まご

遜 しんにょう@+孫 ソン へりくだ‐

る

防 こざと偏＋方 ボウ ふせ‐ぐ

果 田・木 カ は‐たす は‐てる（木の

実・果物）

菓 草冠／果 カ くだもの（菓子）

課 言偏＋果 カ （おわせる）

苗 草冠／田 ビョウ なえ（左右が逆転）

錨 金偏＋苗 ビョウ いかり

描 手偏＋苗 ビョウ えが‐く

胃 田／肉月 イ

思 田／心 シ おも‐う

圭 土／土 ケイ

畦 田＋圭 ケイ あぜ うね（左右が逆

転）
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c

佳 人偏＋圭 カ よ‐い

娃 女偏＋圭 アイ うつく‐しい

閨 門構え＞圭 ケイ ねや

街 行構え＞圭 ガイ まち

坊 土偏＋方 ボウ まち へや

房 戸＞方 ボウ ふさ

係 人偏＋系 ケイ かかり かか‐る

休 人偏＋木 キュウ やす‐む

保 人偏＋口・木 ホ たも‐つ （口／

木＝呆）

化 人偏＋（比の片方） カ ケ ば‐ける

ば‐かす

花 草冠／化 カ ゲ はな

貨 化／貝 カ たから まいない‐する

（左右が逆転）

加 力＋口 カ くわ‐える

賀 加／貝 ガ よろこ‐ぶ
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c

伽 人偏＋加 カ とぎ

駕 加／馬 カ ガ の‐る しの‐ぐ

（左右が逆転）

迦 しんにょう@+加 カ

社 示偏＋土 シャ やしろ

秋 禾偏＋火 シュウ あき

鍬 金偏＋秋 ショウ くわ

愁 秋／心 シュウ うれ‐える

和 禾偏＋口 ワ やわら‐ぐ なご‐む

あえ‐る

辻 しんにょう@+十 つじ

炎 火／火 エン ほのお

淡 さんずい＋炎 タン あわ‐い

談 言偏＋炎 ダン かた‐る

好 女偏＋子 コウ す‐く この‐む よ

‐い（左右が逆転）

姉 女偏＋市 シ あね
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c

妨 女偏＋方 ボウ さまた‐げる

間 門構え＞日 カン ケン あい あいだ

ま

問 門構え＞口 モン と‐う

徒 行人偏＋走 ト かち いたずら

庇 广（まだれ）＞比 ヒ ひさし おお‐

う

床 广（まだれ）＞木 ショウ ゆか とこ

廂 广（まだれ）＞相 ショウ ひさし

廃 广（まだれ）＞発 ハイ すた‐れる

応 广（まだれ）＞心 オウ こた‐える

肺 肉月＋市 ハイ（呼吸器）

肪 肉月＋方 ボウ あぶら

頒 分＋頁 ハン わ‐ける わ‐かつ（左

右が逆転）

貧 分／貝 ヒン ビン まず‐しい

扮 手偏＋分 フン いでた‐つ
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c

晶 日（三つ）（日／“日＋日”） ショウ

あきらか‐

昆 日／比 コン むれ

混 さんずい＋昆 コン こ‐む ま‐じる

早 日・十 ソウ はや‐い

員 口／貝 イン（左右が逆転）

損 手偏＋員 ソン そこな‐う

品 口（三つ）（口／“口＋口”） ヒン ホ

ン しな

繰 糸偏＋品／木 ソウ く‐る

操 手偏＋品／木 ソウ みさお あやつ‐

る

燥 火＋品／木 ソウ かわ‐く かわ‐か

す

困 国構え＞木 コン こま‐る

囚 国構え＞人 シュウ とら‐える

  
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c

国 国構え＞玉 コク くに

回 国構え＞口 カイ エ まわ‐る

古 十・口 コ ふる‐い いにしえ（左右

が逆転）

枯 木偏＋古 コ か‐れる

固 国構え＞古 コ かた‐い かた‐まる

箇 竹冠／固 コ カ

個 人偏＋固 コ

  

以
上
が
、
お
話
に
向
け
て
の
レ
ジ
ュ
メ
で
す
が
、
お
話
を
終

え
て
、
以
下
の
よ
う
な
感
想
を
持
ち
ま
し
た
。

Ｑ
：

視
覚
障
害
者
が
日
本
語
の
文
章
（
漢
字
仮
名
交
じ
り

文
）
を
従
前
に
理
解
す
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う

か
。Ａ

：

〈
漢
字
〉
が
放
出
す
る
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
、
日
本
語
の
文
章
を
読
み
こ
な
す
訓
練
を
す
れ
ば

よ
ろ
し
い
。

Ｑ
：

〈
漢
字
〉
の
放
出
す
る
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
に

は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：

テ
レ
ビ
が
放
送
局
か
ら
流
さ
れ
る
電
波
を
キ
ャ
ッ
チ

し
て
番
組
を
映
し
出
す
よ
う
に
、
自
ら
の
脳
の
中
に
、
〈
漢

字
〉
か
ら
放
出
さ
れ
る
情
報
の
受
信
装
置
を
設
け
れ
ば
よ
ろ
し

い
。
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Ｑ
：

〈
漢
字
〉
の
情
報
の
受
信
装
置
は
、
お
金
を
出
せ
ば

買
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：

お
金
で
は
買
え
ま
せ
ん
。
〈
漢
字
〉
の
知
識
を
得
れ

ば
、
自
動
的
に
受
信
装
置
が
、
脳
の
中
に
構
築
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
沢
山
の
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ

は
充
実
し
て
行
き
ま
す
し
、
ア
ン
テ
ナ
も
大
き
く
広
が
り
ま

す
。Ｑ

：

〈
漢
字
〉
の
知
識
と
言
っ
て
も
、
視
覚
障
害
者
に
、

得
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：

年
ほ
ど
前
に
、
〈
漢
点
字
〉
が
発
表
さ
れ
ま
し

50

た
。
触
読
文
字
の
〈
漢
字
〉
の
体
系
で
す
。
こ
れ
を
学
べ
ば
、

〈
漢
字
〉
の
受
信
装
置
が
手
に
入
り
ま
す
。
そ
の
後
は
、
読
書

あ
る
の
み
で
す
。

以
上
が
私
の
感
想
で
す
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
「
視
覚
障
害

者
」
が
〈
漢
字
〉
の
世
界
に
入
る
に
は
䢧
と
い
う
こ
と
を
考
え

  

た
場
合
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
〈
漢
点
字
〉
の
使
用
者
と
自
称
す
る
視
覚

障
害
者
は
全
国
に
散
ら
ば
っ
て
お
り
ま
す
。
に
も
関
わ
ら
ず
、

〈
漢
点
字
〉
の
普
及
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
ど
う
し
て
か
、
疑
問
は
そ
の
点
に
絞
ら
れ

ま
す
。

結
論
か
ら
言
わ
せ
て
い
た
だ
け
ば
、
そ
の
全
国
区
に
散
ら
ば

っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
〈
漢
点
字
〉
の
使
用
者
か
ら
の
、
発
信

が
乏
し
い
こ
と
に
よ
る
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
〈
漢
点
字
〉
使
用
者
か
ら
の
発
信
が
乏
し
い
と
こ

ろ
か
ら
、
公
共
の
施
設
へ
の
〈
漢
点
字
〉
の
ニ
ー
ズ
が
届
か

ず
、
公
認
の
遅
れ
が
生
じ
て
い
て
、
川
上
先
生
が
お
亡
く
な
り

に
な
っ
て
か
ら
３
０
年
を
経
た
現
在
も
、
当
時
の
情
況
と
変
わ

っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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参考資料

字式について （五）

岡田 健嗣

前回に引き続き、漢字の字形を字式で表す方法をご紹介します。

漢字の音読を五十音の順に並べます。

「曰」 （エツ〝ヱツ〟 いう）

口 ＞ 一

「悦」 エツ （よろこぶ）

立心偏 ＋ ソ兄

「越」*B エツ〝ヱツ〟 こす こえる

走にょう @+ 戉（まさかり）

「謁」 エツ （まみえる）

言偏 ＋ 日 ／ 匂 （匂 勹（つつみ構え）＞ヒ）

「閲」 エツ （かぞえる けみする）

門構え ＞ ソ兄

「延」 エン のびる のべる のばす （つらなる はかみ

ち）

廴（えんにょう） @+ ノ・止

「沿」 エン そう （へり）

さんずい ＋ 八 ／ 口

「炎」 エン ほのお （タン）

火 ／ 火

「垣」 かき （エン〝ヱン〟）

土偏 ＋ 亘（かん） （亘 一／日／一）

「宴」 エン （たのしむ うたげ）

ウ冠 ／ 日 ／ 女

「援」 エン〝ヱン〟 （ひく たすける）

手偏 ＋ ノツ ／ 一・友

「園」 エン〝ヱン〟 その

  
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囗（くに構え） ＞ 袁（えん） （袁 土／口・衣下）

「煙」 エン けむる けむり けむい （イン）

火偏 ＋ ＾西 ／ 土 （＾西 一・∥＼・口）

「猿」 エン〝ヱン〟 さる

けもの偏 ＋ 袁（えん） （袁 土／口・衣下）

「遠」 エン〝ヱン〟 オン〝ヲン〟 とおい

しんにょう @+ 袁（えん） （袁 土／口・衣下）

「鉛」 エン なまり

金偏 ＋ 八 ／ 口

「塩」 エン しお

土偏 ＋ ノ一 ／ 口 ／ 皿

「演」 エン （イン のばす おこなう）

さんずい ＋ 寅（いん） （寅 ウ冠／一・由・八）

「縁」*B エン ふち （タン へりかざり）

糸偏 ＋ ＾ヨ・豕（いのこ）

「汚」 オ〝ヲ〟 けがす けがれる けがらわしい よごす よ

ごれる きたない （ウ ワ）

さんずい ＋ 二・＼＾勹（つつみ構え）

「央」 オウ〝アウ〟 （まんなか）

＾口＼人

「応」 オウ （こたえる まさに）

广（まだれ） ＞*B心

「應」 广 ＞ “‘人偏＋隹（ふるとり）’／心”

「往」 オウ〝ワウ〟 （ゆく）

行人偏 ＋ 主

「押」 オウ〝アフ〟 おす おさえる （コウ〝カフ〟）

手偏 ＋ 甲

「欧」 オウ （うたう はく）

区 ＋ 欠

「歐」 區 ＋ 欠

「殴」*B オウ なぐる （うつ）

  
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区 ＋ 殳（ル又）

「毆」 區 ＋ 殳

「桜」

木偏 ＋ ツ ／ 女 オウ〝アウ〟 さくら

「櫻」 木偏 ＋ 嬰 （嬰 “貝＋貝”／女）

「翁」 オウ〝ヲウ〟 （おきな）

公 ／ 羽

「奥」 オウ〝アウ〟 おく （オク ふかい）

ノ冂（えん構え） ＞ 米 ／ 大

「奧」 ノ冂 ＞ 釆（ノ米）／大

「横」 オウ〝ワウ〟 よこ （コウ〝クワウ〟 ほしいまま）

木偏 ＋ 黄

「屋」 オク〝ヲク〟 や （いえ）

尸（しかばね） ＞ 至

「億」 オク （おもう かず）

人偏 ＋ 意

「憶」 オク （おもう）

立心偏 ＋ 意

「乙」 オツ （イツ まがる きのと）

一；レ※

「音」 オン｀ イン おと ね

立 ／ 日

「恩」 オン （めぐみ いつくしむ）

因 ／ 心

「温」 オン〝ヲン〟 あたたか あたたかい あたたまる あた

ためる （ウン おだやか）

さんずい ＋ 日 ／ 皿

「穏」 オン〝ヲン〟 おだやか

ノ木偏 ＋ ノツ ／ ヨ ／ 心

「穩」 ノ木偏 ＋ 爪／工／＾ヨ／心

  
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点
字
か
ら
識
字
ま
で
の
距
離

一
二
四

山
内

薫

障
害
を
め
ぐ
る
条
約
や
法
規
の
現
状
（
二
）

「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
（
一
）

二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
三
日
に
国
連
総
会
に
お
い
て
採
択
さ

れ
、
日
本
が
世
界
で
一
四
一
番
目
の
国
と
し
て
、
二
〇
一
四
年

一
月
二
〇
日
に
批
准
し
た
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」

（
以
下
「
障
害
者
権
利
条
約
」
）
は
、
そ
の
（
ａ
）
か
ら

（
ｙ
）
ま
で
の
二
五
に
及
ぶ
前
文
の
中
で

「
（
ｅ
）
障
害
が
発
展
す
る
概
念
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
ま

た
、
障
害
が
、
機
能
障
害
を
有
す
る
者
と
こ
れ
ら
の
者
に
対
す

る
態
度
及
び
環
境
に
よ
る
障
壁
と
の
間
の
相
互
作
用
で
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
者
が
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
社
会
に

完
全
か
つ
効
果
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
に
よ
っ
て

生
ず
る
こ
と
を
認
め
、
」
と
障
害
の
社
会
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
言

及
し
、
第
一
条

目
的
で
は
「
こ
の
条
約
は
、
全
て
の
障
害
者

に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
完
全
か
つ
平
等
な

享
有
を
促
進
し
、
保
護
し
、
及
び
確
保
す
る
こ
と
並
び
に
障
害

  

者
の
固
有
の
尊
厳
の
尊
重
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

障
害
者
に
は
、
長
期
的
な
身
体
的
、
精
神
的
、
知
的
又
は
感

覚
的
な
機
能
障
害
で
あ
っ
て
、
様
々
な
障
壁
と
の
相
互
作
用
に

よ
り
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
社
会
に
完
全
か
つ
効
果

的
に
参
加
す
る
こ
と
を
妨
げ
得
る
も
の
を
有
す
る
者
を
含

む
。
」
と
し
て
具
体
的
な
障
害
の
定
義
を
せ
ず
、
環
境
と
の
相

互
作
用
に
よ
っ
て
障
害
が
生
じ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い

る
。そ

の
上
で
次
の
「
第
二
条

定
義
」
は
以
下
の
よ
う
な
内
容

に
な
っ
て
い
る
。

「
こ
の
条
約
の
適
用
上
、

「
意
思
疎
通
」
と
は
、
言
語
、
文
字
の
表
示
、
点
字
、
触
覚

を
使
っ
た
意
思
疎
通
、
拡
大
文
字
、
利
用
し
や
す
い
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
並
び
に
筆
記
、
音
声
、
平
易
な
言
葉
、
朗
読
そ
の
他
の

補
助
的
及
び
代
替
的
な
意
思
疎
通
の
形
態
、
手
段
及
び
様
式

（
利
用
し
や
す
い
情
報
通
信
機
器
を
含
む
。
）
を
い
う
。

「
言
語
」
と
は
、
音
声
言
語
及
び
手
話
そ
の
他
の
形
態
の
非

音
声
言
語
を
い
う
。

「
障
害
に
基
づ
く
差
別
」
と
は
、
障
害
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る

区
別
、
排
除
又
は
制
限
で
あ
っ
て
、
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
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的
、
文
化
的
、
市
民
的
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、

他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
全
て
の
人
権
及
び
基
本
的
自

由
を
認
識
し
、
享
有
し
、
又
は
行
使
す
る
こ
と
を
害
し
、
又
は

妨
げ
る
目
的
又
は
効
果
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。
障
害
に
基
づ

く
差
別
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
（
合
理
的
配
慮
の
否
定

を
含
む
。
）
を
含
む
。

「
合
理
的
配
慮
」
と
は
、
障
害
者
が
他
の
者
と
の
平
等
を
基

礎
と
し
て
全
て
の
人
権
及
び
基
本
的
自
由
を
享
有
し
、
又
は
行

使
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
必
要
か
つ
適
当
な
変
更
及
び

調
整
で
あ
っ
て
、
特
定
の
場
合
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
か
つ
、
均
衡
を
失
し
た
又
は
過
度
の
負
担
を
課
さ
な

い
も
の
を
い
う
。

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
と
は
、
調
整
又
は
特
別
な
設

計
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
く
、
最
大
限
可
能
な
範
囲
で
全
て
の

人
が
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
製
品
、
環
境
、
計
画
及
び
サ
ー

ビ
ス
の
設
計
を
い
う
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、
特
定
の

障
害
者
の
集
団
の
た
め
の
補
装
具
が
必
要
な
場
合
に
は
、
こ
れ

を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
」

は
じ
め
の
「
意
思
疎
通
」
は
英
語
の
正
文
で
は
「C

o
m
m
u
n
i
c

a
t
i
o
n

」
と
な
っ
て
お
り､

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
障
害
を

克
服
す
る
様
々
な
手
段
が
羅
列
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
平
易

  

な
言
葉
は
「p

l
a
i
n
-
l
a
n
g
u
a
g
e

」
、
朗
読
は
「h

u
m
a
n
-
r
e
a
d
e

r

」
と
な
っ
て
い
る
。
（
国
連
の
公
用
語
は
ア
ラ
ビ
ア
語
、
中

国
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
六

カ
国
語
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
正
文
と
さ
れ
て
い
る
）

そ
し
て
次
に
「
言
語
」
と
は
、
音
声
言
語
及
び
手
話
そ
の
他

の
形
態
の
非
音
声
言
語
を
い
う
、
と
書
か
れ
、
手
話
が
言
語
で

あ
る
こ
と
を
国
際
的
に
承
認
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
八
八
〇

年
に
ミ
ラ
ノ
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
国
際
ろ
う
教
育
会
議
で

「
聞
こ
え
な
い
子
ど
も
に
も
、
音
声
言
語
を
習
得
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
手
話
使
用
を
禁
止
し
よ
う
」
と
、
口

の
動
き
を
読
み
と
る
「
読
話
」
や
声
に
出
す
「
発
語
」
の
「
口

話
」
の
み
を
ろ
う
学
校
で
使
う
こ
と
を
勧
め
る
決
議
が
さ
れ
て

か
ら
一
二
六
年
も
経
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
に
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ス
ト
ー
キ
ー
が
手
話
も
独
自
の
体
系
を
持
つ
二
重

文
節
性
の
あ
る
言
語
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
報
告
し
て
か
ら
で

も
四
六
年
の
歳
月
が
か
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

日
本
で
も
「
口
話
教
育
が
広
が
り
、
一
九
三
三
年
に
は
鳩
山

一
郎
文
部
大
臣
（
当
時
）
が
口
話
で
教
え
る
よ
う
訓
示
。
聞
こ

え
る
人
と
同
じ
よ
う
に
育
て
る
と
い
う
教
育
方
針
で
、
ろ
う
学

校
で
の
手
話
は
禁
止
さ
れ
た
。
」
（
朝
日
新
聞
二
〇
二
四
年
五

月
二
四
日
）
戦
後
、
栃
木
県
立
聾
学
校
が
一
九
六
八
年
に
「
手
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話
法
手
引
き
」
を
作
成
し
て
教
室
に
手
話
を
再
び
持
ち
込
ん
だ

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
音
声
言
語
で
あ
る
日
本
語
を
手
指
で

表
す
代
替
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
日
本
語
対
応
手

話
」
で
あ
っ
て
、
音
声
言
語
で
あ
る
日
本
語
と
は
独
立
し
た
手

話
言
語
「
日
本
手
話
」
で
は
な
か
っ
た
。

日
本
の
国
内
法
で
は
二
〇
一
一
年
の
障
害
者
基
本
法
の
改
正

で
手
話
が
言
語
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
が
、
教
育
の
場
で

は
『
聴
覚
障
害
教
育
の
手
び
き
』
（
文
部
科
学
省

二
〇
二

〇
）
に
至
っ
て
よ
う
や
く
「
言
語
」
と
し
て
の
日
本
手
話
と
日

本
語
対
応
手
話
を
区
別
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

聾
の
団
体
か
ら
は
国
の
法
律
と
し
て
の
二
〇
一
二
年
に
「
手

話
言
語
法
」
の
法
案
が
公
表
さ
れ
て
お
り
（
二
〇
一
八
年
修
正

案
公
表
）
、
制
定
す
る
よ
う
に
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
が
未
だ

に
実
現
し
て
い
な
い
。
一
方
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
ご
と
に
作
成

す
る
「
手
話
言
語
条
例
」
を
成
立
さ
せ
て
い
る
自
治
体
は
、
二

〇
二
四
年
一
〇
月
一
一
日
現
在
三
八
都
道
府
県
、
二
一
区
、
三

五
九
市
、
一
一
九
町
、
七
村
の
計
五
四
四
自
治
体
に
上
っ
て
い

る
。
（
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
事
務
局
把
握
分
）

「
手
話
言
語
法
」
が
成
立
す
れ
ば
（
条
例
で
あ
っ
て
も
可
能

だ
が
）
当
然
自
治
体
の
広
報
や
選
挙
公
報
の
動
画
に
よ
る
手
話

版
が
音
声
版
や
点
字
版
と
同
じ
よ
う
に
作
成
さ
れ
、
必
要
と
し
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て
い
る
人
の
手
元
に
届
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
手
話
翻
訳
は
検
討
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
「
例
え

ば
、
が
ん
資
料
に
つ
い
て
、
皆
川
ら
（
二
〇
二
二
）
＊
は
、
一

般
患
者
向
け
に
書
か
れ
た
が
ん
冊
子
を
日
本
手
話
に
翻
訳
す
る

に
当
た
っ
て
、
さ
ら
に
情
報
を
足
す
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
ま

と
め
て
い
る
。
元
の
資
料
も
、
一
般
の
日
本
人
向
け
と
し
て
十

分
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
元
資
料
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
図
解
だ
け
で
は
不
足
だ
と
、
新
た
な
図
を
足
し
た
り
、
日
本

語
で
は
十
分
と
思
わ
れ
た
文
言
が
抽
象
的
で
誤
解
を
生
む
と
し

て
、
具
体
的
な
内
容
を
調
べ
て
付
け
足
し
た
り
、
文
字
で
書
か

れ
た
単
語
や
手
術
の
方
式
の
翻
訳
を
す
る
の
に
、
医
学
書
を
参

照
し
て
身
体
部
位
を
正
し
く
表
出
し
た
り
す
る
工
夫
が
必
要
だ

っ
た
。
つ
ま
り
、
ろ
う
者
に
必
要
な
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
や
、
日

本
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
比
べ
て
共
有
さ
れ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
文
脈
情
報
を
足
す
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
」

（
「
第
八
章

手
話
の
認
知
科
学
」
高
嶋
由
布
子

『
こ
と
ば

と
学
び
』
シ
リ
ー
ズ
〈
こ
と
ば
の
認
知
科
学
〉

朝
倉
書
店

二
〇
二
四

手
話
に
関
す
る
記
述
は
こ
の
論
文
に
多
く
を
負
っ

て
い
ま
す
。

＊
「
ろ
う
者
を
対
象
に
し
た
医
療
情
報
の
翻
訳
に
お
け
る
課

題
－
が
ん
冊
子
の
手
話
動
画
作
成
を
通
し
て
」
『
日
本
ヘ
ル
ス



- 18 -

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
雑
誌
』
一
三
：
三
〇
－
三
九
）

著
作
権
法
の
第
四
十
七
条
六
（
翻
訳
、
翻
案
等
に
よ
る
利

用
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
り
著
作
物
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ

り
、
当
該
著
作
物
を
当
該
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
従
つ
て
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
し
て

五

第
三
十
七
条
第
三
項

翻
訳
、
変
形
又
は
翻
案

（
視

覚
障
害
者
等
）

六

第
三
十
七
条
の
二

翻
訳
又
は
翻
案
（
聴
覚
障
害
者

等
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
六
の
翻
訳
は
ま

さ
に
他
言
語
で
あ
る
「
日
本
手
話
」
へ
の
翻
訳
を
指
し
、
翻
案

も
認
め
る
条
項
と
な
っ
て
い
る
。

音
声
言
語
で
あ
る
日
本
語
の
日
本
手
話
へ
の
翻
訳
は
緒
に
就

い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今
後
多
様
な
事
例
や
試
み
を
通
し
て
、

よ
り
正
確
で
分
か
り
や
す
い
手
話
翻
訳
の
確
立
が
望
ま
れ
る
。

さ
て
第
二
条
定
義
で
は
そ
の
後
に

「
障
害
に
基
づ
く
差

別
」
の
禁
止
と
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
の
二
点
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
二
つ
は
日
本
の
障
害
者
差
別
解
消
法
な
ど
に
も

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
実
効
性
を
伴
っ
た
具
体
的
な
施
策
の
柱
で

あ
る
。
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こ
の
内
「
合
理
的
配
慮
」
に
つ
い
て
は
、
最
近
あ
ち
こ
ち
で

耳
に
す
る
機
会
が
増
え
た
が
、
こ
の
言
葉
に
対
し
て
「
合
理
的

配
慮
と
呼
ば
れ
て
い
る
内
容
は
、
日
本
独
特
の
も
の
で
あ
り
、

国
際
的
な
考
え
方
か
ら
は
大
き
く
隔
た
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す

る
人
も
い
る
。
（
慎

英
弘
（
シ
ン

ヨ
ン
ホ
ン
）
「
『
合
理

的
配
慮
』
と
は
何
か
」
点
字
毎
日
活
字
版

二
〇
一
五
年
一
〇

月
二
九
日
）

慎
氏
は
「
英
語
の
正
文
『r

e
a
s
o
n
a
b
l
e
a
c
c
o
m
m
o
d
a
t
i
o
n

』

を
『
合
理
的
配
慮
』
と
訳
し
て
い
る
。
こ
れ
は
正
し
い
翻
訳
な

の
だ
ろ
う
か
。
『r

e
a
s
o
n
a
b
l
e

』
を
『
合
理
的
』
と
訳
せ
た
と

し
て
も
、
『a

c
c
o
m
m
o
d
a
t
i
o
n

』
に
は
『
配
慮
』
と
い
う
意
味

は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
『
配
慮
』
と
は
訳
せ
な
い
。
『
便
宜
』

や
『
調
整
』
な
ど
の
意
味
で
あ
り
、
『
配
慮
』
と
訳
す
の
は
全

く
の
違
訳
で
あ
り
、
強
引
極
ま
り
な
い
訳
語
で
あ
る
。
」
続
け

て
「
『
配
慮
』
と
い
う
訳
語
は
、
ま
さ
に
配
慮
す
る
側
に
力
点

が
置
か
れ
、
主
体
は
障
害
者
で
は
な
く
、
配
慮
す
る
側
に
な
っ

て
し
ま
う
。
」
と
疑
義
を
述
べ
て
い
る
。
中
国
語
の
正
文
で
も

「
合
理
的
」
「
便
利
」
と
な
っ
て
お
り
、
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語

と
共
通
し
て
い
る
。
合
理
的
な
配
慮
（
便
宜
）
の
提
供
の
問
題

は
障
害
者
の
主
体
的
な
権
利
の
問
題
と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
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漢

文

の
ペ

ー

ジ

漢

文

の
ペ

ー

ジ

詩
経
よ
り

唐
風
（
国
風
）

鴇

羽

は

う

う

タ
ル

フ

ニ

粛

粛

鴇

羽

集
二

于

苞

栩
一

ケ
レ
バ

ム
コ
ト

ハ

フ
ル

ヲ

王

事

靡
レ

盬

不
レ

能
レ

蓺
二

稷

黍
一

ヲ
カ

ハ
ン

タ
ル

ヨ

父

母

何

怙

悠

悠

蒼

天

カ

レ

ラ
ン

ム
コ
ト

曷

其

有
レ

所

タ
ル

フ

ニ

粛

粛

鴇

翼

集
二

于

苞

棘
一

ケ
レ
バ

ム
コ
ト

ハ

フ
ル

ヲ

王

事

靡
レ

盬

不
レ

能
レ

蓺
二

黍

稷
一

ヲ
カ

ハ
ン

タ
ル

ヨ

父

母

何

食

悠

悠

蒼

天

カ

レ

ラ
ン

ム
コ
ト

曷

其

有
レ

極

タ
ル

フ

ニ

粛

粛

鴇

行

集
二

于

苞

桑
一

ケ
レ
バ

ム
コ
ト

ハ

フ
ル

ヲ

王

事

靡
レ

盬

不
レ

能
レ

蓺
二

稲

粱
一

ヲ
カ

メ
ン

タ
ル

ヨ

父

母

何

嘗

悠

悠

蒼

天

カ

レ

ラ
ン

ム
コ
ト

曷

其

有
レ

常

(

読
み
下
し
文
は
現
代

鴇

羽

仮
名
遣
い
に
し
ま
し
た)

ほ

う

う

粛
粛
た
る
鴇
羽

苞
栩
に
集
う

し
ゅ
く
し
ゅ
く
た
る
ほ
う
う

ほ
う
く
に
つ
ど
う

王
事
盬
む
こ
と
靡
け
れ
ば

稷
黍
を
蓺
う
る
能
ず

お
う
じ
や
む
こ
と
な
け
れ
ば

し
ょ
く
し
ょ
を
う
う
る
あ
た
わ
ず

父
母
何
を
か
怙
わ
ん

悠
悠
た
る
蒼
天
よ

ふ
ぼ
な
に
を
か
く
ら
わ
ん

ゆ
う
ゆ
う
た
る
そ
う
て
ん
よ

曷
か
其
れ
所
む
こ
と
有
ら
ん

い
つ
か
そ
れ
や
む
こ
と
あ
ら
ん

粛
粛
た
る
鴇
翼

苞
棘
に
集
う

し
ゅ
く
し
ゅ
く
た
る
ほ
う
よ
く

ほ
う
き
ょ
く
に
つ
ど
う

王
事
盬
む
こ
と
靡
け
れ
ば

黍
稷
を
蓺
う
る
能
わ
ず

お
う
じ
や
む
こ
と
な
け
れ
ば

し
ょ
し
ょ
く
を
う
う
る
あ
た
わ
ず

父
母
何
を
か
食
ら
わ
ん

悠
悠
た
る
蒼
天
よ

ふ
ぼ
な
に
を
か
く
ら
わ
ん

ゆ
う
ゆ
う
た
る
そ
う
て
ん
よ

曷
か
其
れ
極
む
こ
と
有
ら
ん

い
つ
か
そ
れ
や
む
こ
と
あ
ら
ん

粛
粛
た
る
鴇
行

苞
桑
に
集
う

し
ゅ
く
し
ゅ
く
た
る
ほ
う
こ
う

ほ
う
そ
う
に
つ
ど
う

王
事
盬
む
こ
と
靡
け
れ
ば

稲
梁
を
蓺
う
る
能
わ
ず

お
う
じ
や
む
こ
と
な
け
れ
ば

と
う
り
ょ
う
を
う
う
る
あ
た
わ
ず

父
母
何
を
か
嘗
め
ん

悠
悠
た
る
蒼
天
よ

ふ
ぼ
な
に
を
か
な
め
ん

ゆ
う
ゆ
う
た
る
そ
う
て
ん
よ

曷
か
其
れ
常
む
こ
と
有
ら
ん

い
つ
か
そ
れ
や
む
こ
と
あ
ら
ん
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
鴇 羽 ｀はうう

 
粛 粛 タル 鴇 羽 集 フ 于 苞 


栩 ニ

 
王 事 靡 ケレ バ 盬 ムコト 不 


能 ハ 蓺 フル 稷 黍 ヲ

 
父 母 何 ヲカ 怙 ハン 悠 悠 タル 蒼


天 ヨ


曷 カ 其 レ 有 ラン 所 ムコト

    
～ 盬 “臥 ＞ 古 ”／ 皿 こ しお もろい

    
～ 蓺 草冠 ／ 埶 ` げい げい うえる わ ざ

  
（埶 土・ 八 ／ 土＋丸 ）

※ 盬 蓺 埶 は、JIS第二水準内にない漢字。

『詩経』 中国最古の詩集。周の祭祀の歌（雅・頌）と、周代
が しょう

の各地の民謡(風)を、戦国時代に儒家が編集した。

＝ 出征した若者が祖霊と天神に戦争の終息を祈る詩 ＝

シュクシュクと羽音をたてて鴇の鳥は
くぬぎのしげみに降りたち集う。王のいく
さは止むことなく、私は故郷に帰って稷黍
(きび)を植えることもできない。父母は何
を食べて生きてゆけばよいのだ。はるかな
る青い空よ、天よ、いったいいつになった
らこの戦役はおわりをつげるのだ。

鴇は雁に似た大型の鳥(野雁）。
ほう のがん

鳥は祖霊の象徴であり、栩(くぬぎ)や
棘(いばら)・桑のしげみを依代(よりしろ)
として降臨する。

漢文訓読と通釈・解説は、新書漢文大系「詩経 中」
石川忠久・福本郁子編（明治書院）によりました。

ノガン（野雁）
トキ（鴇)とは別種
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ご
報
告
と
ご
案
内

一

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
様
か
ら
、
表
彰
を
い
た
だ

き
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
横
浜
氏
社
会
福
祉
協
議
会
様
か
ら
の
ご
推
薦
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
様
か
ら
、
表

彰
を
い
た
だ
く
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

長
年
に
渡
る
会
員
の
皆
様
の
活
動
の
賜
で
す
。
会
員
の
皆

様
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
長
年
本
会
の
活
動
を
ご
支
援
下
さ
い
ま
す
皆
様
に

は
、
こ
の
活
動
を
当
初
か
ら
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ご
支

援
を
賜
っ
て
参
り
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
様
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
様
に

は
、
本
会
の
活
動
を
暖
か
く
お
見
守
り
下
さ
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
お
陰
様
で
活
動
の
足
下
が
、
し
っ
か
り
と
定
ま
っ
て
お
り

ま
す
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
活
動
を
継
続
し
て
参
り
ま

す
。今

後
と
も
相
変
わ
り
ま
せ
ず
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
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し
上
げ
ま
す
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二

町
田
市
赤
十
字
点
訳
奉
仕
会
様
か
ら
お
招
き
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
漢
点
字
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

去
る
一
〇
月
一
五
日
（
火
）
に
、
町
田
市
赤
十
字
点
訳
奉
仕

会
様
か
ら
お
招
き
を
い
た
だ
き
、
漢
点
字
の
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

お
話
の
あ
ら
ま
し
は
、
レ
ジ
ュ
メ
と
と
も
に
ま
と
め
と
し
て

掲
げ
ま
し
た
。

町
田
市
赤
十
字
点
訳
会
様
に
は
、
漢
点
字
学
習
者
用
と
し

て
、
浮
き
出
し
た
点
線
で
、
漢
字
の
パ
タ
ー
ン
を
表
し
た
も
の

を
作
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
パ
タ
ー
ン
の
形
状
な
ど
、

私
ど
も
の
要
望
に
も
丁
寧
に
対
応
し
て
下
さ
っ
て
、
大
変
見
事

な
出
来
の
も
の
を
ご
提
供
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

三

『
諸
注
評
釈
新
芭
蕉
俳
句
大
成
』

今
年
度
・
令
和
六
（
二
〇
二
四
）
年
度
分
の
、
横
浜
市
中
央



- 22 -

図
書
館
様
へ
の
納
入
書
と
し
て
、
『
諸
注
評
釈
新
芭
蕉
俳
句
大

成
』
（
佐
藤
勝
明
編
、
明
治
書
院
）
の
、
第
四
分
冊
か
ら
第
一

一
分
冊
ま
で
の
八
分
冊
を
製
作
し
て
お
り
ま
す
。

む
め
が
香
｀
か
に
追
｀
お
ひ
も
ど
さ
る
ゝ
寒
さ
か
な

む
め
が
ゝ
に
の
つ
と
日
の
出
る
山
路
か
な

梅
が
香
（
か
）
に
昔
の
一
字
あ
は
れ
也

梅
恋
（
こ
）
ひ
て
卯
花
（
う
の
は
な
）
拝
ム
な
み
だ
か
な

荻
（
を
ぎ
）
の
声
こ
や
秋
風
の
口
う
つ
し

荻
（
を
ぎ
）
の
穂
や
頭
（
か
し
ら
）
を
つ
か
む
羅
生
門

起
（
お
き
）
よ
ヽ
我
（
わ
）
が
友
に
せ
ん
ぬ
る
胡
蝶

梅
白
し
き
の
ふ
や
鶴
を
盗
（
ぬ
す
）
ま
れ
し

お
く
ら
れ
つ
お
く
り
つ
は
て
は
木
曽
の
秋

落
（
お
）
ち
く
る
や
た
か
く
の
宿
（
し
ゆ
く
）
の
郭
公
（
ほ

と
と
ぎ
す
）
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御
子
良
子
（
お
こ
ら
ご
）
の
一
（
ひ
と
）
も
と
床
（
ゆ
か
）

し
梅
の
花

か
げ
ろ
ふ
の
我
（
わ
）
が
肩
に
た
つ
紙
衣
（
か
み
こ
）
哉

か
げ
ろ
ふ
や
柴
胡
（
さ
い
こ
）
の
糸
の
薄
曇
（
う
す
ぐ
も

り
）笠

島
は
い
づ
こ
さ
月
の
ぬ
か
り
道

笠
寺
や
も
ら
ぬ
崖
（
い
は
や
）
も
春
の
雨

か
さ
も
な
き
我
（
わ
れ
）
を
し
ぐ
る
ゝ
か
こ
は
何
（
な
ん

と
）樫

の
木
の
花
に
か
ま
は
ぬ
す
が
た
か
な

数
な
ら
ぬ
身
と
な
お
も
ひ
そ
玉
祭
り

風
色
（
か
ぜ
い
ろ
）
や
し
ど
ろ
に
植
（
う
）
ゑ
し
庭
の
萩

風
の
香
（
か
）
を
南
に
近
し
最
上
川

風
吹
（
ふ
）
け
ば
尾
ぼ
そ
う
な
る
や
犬
桜
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Ｅ－ＭＡＩＬ（岡田健嗣）： okada_tr_eib@ybb.ne.jp

横浜漢点字羽化の会 ＵＲＬ：http://www.ukanokai-web.jp/

《表紙絵 岡 稲子》 次回の発行は2025年1月15日です。
※本誌(活字版･DAISY版･ディスク版)の無断転載は固くお断りします。

（有）横浜トランスファ福祉サービス
障害者自立支援法の下、障害者にガイドヘルパーを派遣して、外出を

支援しています。対象は、横浜市在住・在宅の、視覚・肢体・知的重度

障害者。

常時募集・ガイドヘルパー：資格・ホームヘルパー２級以上、および

視覚・肢体障害者移動介護研修修了。

業務概要：上記障害者の外出支援。詳細は担当・柳田まで。

研修者募集： 弊社では、ガイドヘルパー（視覚障害者）の資格取得

研修を実施致します。詳細はホームページで。

ＵＲＬ： ｗｗｗ．ｙｔｒａｎｓ．ｎｅｔ

〒231-0063横浜市中区花咲町1-46-1

GSプラザ桜木町1105

電話: 045-263-0306

FAX: 045-263-0316

▼
編
集
を
担
当
さ
れ
て
い
る
宮

澤
さ
ん
が
体
調
を
く
ず
さ
れ
て
、

木
下
が
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し

て
再
登
場
で
す
▼
岡
田
さ
ん
の
町
田
で
の
講
演
会
に
は

私
も
同
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
多

数
の
赤
十
字
奉
仕
団
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
他
に
、

視
覚
障
害
者
の
方
も
何
人
か
お
見
え
で
し
た
。
講
演
後

の
質
疑
で
、
そ
の
中
の
一
人
か
ら
岡
田
さ
ん
の
漢
点
字

に
関
す
る
説
明
が
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
様
子
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
岡
田
さ
ん
の
説
明
を
聞
け
ば
、
漢

点
字
と
い
う
も
の
が
簡
単
に
覚
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
期
待
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
そ
う
で

は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
、
が
っ
か
り
し
た
よ
う
で
す
▼

日
本
語
が
、
漢
字
な
く
し
て
は
完
全
に
表
現
す
る
こ
と

が
不
可
能
な
言
語
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
書
か

れ
た
日
本
語
の
文
章
を
正
確
に
点
字
で
表
現
す
る
に
は

漢
点
字
を
利
用
す
る
し
か
方
法
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
漢
点
字
を
使
っ
て
表
現
さ
れ
た
文
書
を
読
む

に
は
数
千
個
の
漢
点
字
を
覚
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
実
行
し
よ
う
と
い
う
意
欲
を
持
っ
た
視
覚
障
害

者
の
方
が
増
え
て
く
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。

木
下

和
久

編

集

後

記
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